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【請求項１】
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　増ちょう剤と基油を含むグリース組成物に、該グリース組成物全体に対して、無機ビス
マス系添加物 0.01～15 重量％を添加してなるグリース組成物であって、
　前記増ちょう剤は、ウレア系化合物およびリチウム石けんから選ばれる少なくとも１つ
の化合物であり、
　前記基油は、ポリ-α-オレフィン油、鉱油、エステル油およびエーテル油から選ばれる
少なくとも１つの油であることを特徴とするグリース組成物。
【請求項２】
　前記無機ビスマス系添加物は、グリース組成物全体に対して、無機ビスマス系添加物 1
～15 重量％を添加したことを特徴とする請求項１記載のグリース組成物。
【請求項３】
　前記無機ビスマス系添加物は、ビスマス粉末、硫酸ビスマスおよび三酸化ビスマスから
選ばれた少なくとも１つの物質であることを特徴とする請求項１または請求項２記載のグ
リース組成物。
【請求項４】
　内輪および外輪と、この内輪および外輪間に介在する複数の転動体とを備え、この転動
体の周囲にグリース組成物を封入してなる転がり軸受であって、前記グリース組成物は請
求項１ないし請求項３のいずれか１項記載のグリース組成物であることを特徴とする転が
り軸受。
【請求項５】
　前記転がり軸受が、ころ軸受であることを特徴とする請求項４記載の転がり軸受。


	header
	written-amendment

